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お茶大図書館

Library Student Assistant (LiSA) 20名

図書・情報チーム
大人の図書館PT 2009

・展示企画（9名）
・リテラシー教育（7名）

・資料再配架＆
館内整備（13名）

・リポジトリ（5⇒8名）

附属図書館長

（学術情報機構長・副学長）

図書・情報チームリーダー（課長）

総務係（係長１＋非常勤２）

企画・契約係（係長１＋係員１＋非常勤１）

資料管理係（係長１＋係員１＋非常勤２）

情報ｻｰﾋﾞｽ係（係長１＋係員１＋非常勤４）

情報基盤係（係長欠員＋係員１＋派遣１

＋大学資料担当ｱｶﾃﾞﾐｯｸｱｼｽﾀﾝﾄ４）

附
属
図
書
館

図書・情報チーム
附属図書館長

（学術情報機構長・副学長）

図書・情報チームリーダー（課長）

附属図書館 4係（16名）

常勤7名 非常勤9名

情報基盤係（6名）

常勤1名 派遣1名
大学資料担当AA 4名
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お茶の水女子大学

共通目標 全員体制

当事者意識 多方面展開 楽をする発想

平成20年度

委託機関の

トップレベル！

学内協力

さらにUP

コンテンツの大幅増加

17,000点

たわわに実った1年。

色々な成果がありました！

チーム総力

さらにUP

コンテンツの

登録作業日数 195日

―ムリなく ムダなく コンテンツを増やす―

少人数だからこそ！
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データ登録件数の推移

IRDBコンテンツ分析システムより
(http://irdb.nii.ac.jp/analysis/shousai.php?ir_no=24）

2008年6月19日
幼児の教育
11,231件
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• 『幼児の教育』とは？ ⇒ お茶大の研究成果
– 明治34年創刊のわが国最古の幼児教育研究誌

– 明治9年開園の「本学附属幼稚園」は日本最初の幼稚園

– 刊行当初から、編者「日本幼稚園協会」事務局はお茶大内に

• 相談の電話から公開まで
2007年6月 教員から相談の電話

クリアすべき案件の整理、分担決定

8月 出版社の了承 （11月 復刻版出版社も了承）

12月 電子化作業

2008年6月 11,200点登録

2008年 11,000点を電子化←2009年登録予定

『幼児の教育』全点登録 : そのヒミツ

1年後

1週間後
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一歩先行く、営業

• 向こうから望んで会ってもらえるよう
に仕向ける

• 依頼には即決で答える

• 「新鮮でおもしろいこと」は30秒で説

明する

（日垣隆.『ラクをしないと成果は出ない』大和書房, 2008）

ﾋﾐﾂ1
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お茶大図書館での
「お仕事のルール」

少人数だからこその全員体制
• 共通目標
• 当事者意識
• 多方面展開
• 楽をする発想

⇒チーム内、他部署との仲良しさ

ﾋﾐﾂ2

館長も！
スタッフも！

LiSAちゃんも！！
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『幼児の教育』だけじゃない
• 登録日数195日

• 学内連携さらにUP
–大学院改革支援プログラム「日本文化研究コーパス」

• チーム総力さらにUP
–チーム内研修会

• ILL受付データの分析
–入館者増加（2年前より約1.5倍）

–学生ILLの無料化⇒依頼文献増

– ILL申込が集中している学内刊行物 平成21年度の

重点課題

楽をしよう

多方面展開


